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ジョン・ウェイン特集



●開場は各日上映時間の30 分前です。
●申し込みは不要ですので、上映当日に会場までお越しください。
●音の聞こえづらい方をサポートする磁気ループシステムを導入しています。Tモードつき補聴器をお持ちでない方には、専用受信機を貸し出します。

  9日（火）19:00～　『いとこ同士』
20日（土）14:00～　『アルジャーノンに花束を』
28日（日）14:00～　『その街のこども』
31日（水）19:00～　『赤い航路』

　今月は俳優ジョン・ウェインの主演作品を特集します。
1907 年に生まれ、1920 年代の後半から役者として
の活動を始めた彼は、西部劇映画で有名になりまし
た。しかし1930年代までは主に俗に言う「B級西部
劇」での仕事しかありませんでした。低予算で作られ
た多くの作品は日本で上映されることは滅多になく、
今回上映する作品のうち『拳銃無宿』を除く 3 本は
日本での上映はありませんでした。そして生涯で出演
した映画154本のうち、79本は西部劇でした。
　愛国主義者で知られ、その大きな体躯や信念など
からアメリカ国民に好かれ、押しも押されぬスターと
なって行きます。日本でも西部劇ブームと相まって人
気を誇り、映画評論家の淀川長治は「アメリカの国
旗みたいな男ですね」と語っていました。
　西部劇は基本的に保安官やガンマンが主人公とな
り、町を荒らす悪党やインディアン ( ネイティブ・アメ
リカン)と拳銃の打ち合いをして戦う、というストーリー
です。1960 年代に入ると、人種問題などを理由に西
部劇はだんだんと下火になって行きます。特にネイティ
ブ・アメリカンの扱い方には理不尽な事が多く、あま
りにも事実と異なった、白人至上主義的な要素が多
かったのも理由の一つです。
　それでも、今日も西部劇映画は作られていて、多く
の観客を魅了しています。ノスタルジーあふれる勧善
懲悪の世界を、どうぞお楽しみください。

ジョン・ウェイン特集

会場：プレゼンテーションスタジオ　定員：80 名　入場：無料　
主催：川口市立中央図書館　運営：NPO Community Design Council

ジョン・ウェインと西部劇

10月の上映予定

9月7日（金）19:00～ （上映時間55分）
『ブルー・スチール』
ある嵐の夜、 謎の男ジョンがホテルのロビーに忍び込む。時を同じく
して「水玉強盗」の情報が保安官ジェイクの元に届き、保安官もまた、
ホテルの一室で大金の入った金庫を見張るが金庫は破られてしまう。
そして、ジョンと保安官は一緒に強盗を追うこととなったが、そんな
中ある親子が襲われて…。 
監督：ロバート・ブラッドバリー／出演：ジョン・ウェインほか／1934年／
アメリカ／DVD／字幕

9月18日（火）19:00～  （上映時間54分）
『スター・パッカー』
保安官殺しの捜査にやってきたトラビスは駅馬車強盗に遭遇し、父親
の牧場を継いだ乗客のアニタを救出する。その地方はシャドウという
強盗団が荒らしまわっており、トラビスの目の前で保安官が殺され
トラビスが保安官になる…。 
監督：ロバート・ブラッドバリー／出演：ジョン・ウェインほか／
1934 年／アメリカ／DVD／字幕

9月 22日（土）14:00～ （上映時間100分）  
『拳銃無宿』
クエーカー教徒の牧場主に助けられたガンマンは銃を捨て、彼らと
ともに生きる決意をする。しかし、彼を仇敵と狙う男はそれを絶好の
機会と捉え、襲うが…。永遠のウエスタンヒーロー、ジョン・ウェイン
製作・主演による名作。
監督：ジェームズ・エドワード・グラント／出演：ジョン・ウェイン
ほか／1947年／アメリカ／DVD／字幕

9月 30日（日）14:00～ （上映時間54分）  
『荒野の道』
脱獄犯ブランドが脱走、凶悪犯、鉄道で逃亡！と号外が出た。シェリ
フは、ブランドが車内にいるらしと捜索するが、ブランドは列車から
馬に飛び乗り逃走する。だが追っ手に追われ、川にさしかり水底に
隠れ逃げ延びたところで、通りがかりの男ジョーンズに出会った。
監督：アーマンド・シェファー／出演：ジョン・ウェインほか／1933年／
アメリカ／DVD／字幕


